
平成１７年度宮城県学習状況調査結果の概要について

Ⅰ 調査の概要
県内小・中学校児童生徒の学習定着状況を調査し，今後の学習指導の改善充実に資するため，小１

学校５年生（国語・社会・算数・理科）及び中学校２年生（国語・社会・数学・理科・英語）を対
象に，平成１７年１０月２７日（木 ，２８日（金）に悉皆で実施した。）

平成１６年度に引き続き，宮城・岩手・和歌山・福岡各県が参画する地方分権研究会の取組の一２
環として，４県同一問題で実施した。また，本県独自で学習意識調査を実施した。

Ⅱ 結果の概要と特徴（別紙１・２・３・４参照）
１ 学習状況調査
（１）全体の状況

① 正答率60％以上段階の問題の割合（別紙１・４）
○ 調査に際し従来から本県で定着の目安と想定した正答率60％以上段階の問題の割合が６割を

超え（小中計288問中180問，全体の62.5％ ，全体としておおむね学習内容が定着していると）
判断できる。前年度との比較では，今年度は前年度（61.4％）を1.1ﾎﾟｲﾝﾄ上回った（ 。図１）

図１ 正答率60％以上段階の問題の割合の比較（全体の状況）
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○ 以上を，地方分権研究会参画４県全体の状況（４県65.3％）と比較すると，本県は４県全体
の状況を2.8ﾎﾟｲﾝﾄ下回った。

② 期待正答率と同程度以上の問題の割合（別紙２・４）
○ 地方分権研究会では問題ごとに期待正答率を設定し，期待正答率と同程度以上の問題の割合

が５割を超えた場合におおむね学習内容が定着しているとしたが，本県の割合は52.4％（小中
288問中151問）と５割を超えた。前年度との比較では，今年度は前年度（45.2％）を7.2ﾎﾟｲﾝﾄ
上回った（ 。図２）

図２ 期待正答率と同程度以上の問題の割合の比較（全体の状況）
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○ 以上を，参画４県全体の状況（４県54.9％）と比較すると，本県は４県全体の状況を2.5ﾎﾟｲ
ﾝﾄ下回った。

（２）小学校の状況
① 正答率60％以上段階の問題の割合（別紙１・４）
○ 学習定着の目安とした正答率60％以上段階の問題は，国語31問中21問（67.7％ ，社会28問）

中25問（89.3％ ，算数33問中22問（66.7％ ，理科35問中20問(57.1％）と，３教科は６割を） ）
超えた。

○ ４教科での正答率60％以上段階の問題の割合を前年度と比較すると，今年度（69.3％）は前
年度（73.3％）を4.0ﾎﾟｲﾝﾄ下回った（ 。図３）

図３ 正答率60％以上段階の問題の割合の比較（小学校の状況）
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○ 参画４県全体の状況と比較すると 本県は社会 ４県89.3％ は同割合であったが 国語 ４， （ ） ， （
）， （ ）， （ ） ， 。県74.2％ 算数 ４県69.7％ 理科 ４県62.9％ は下回り 前年度と同様の傾向となった

４教科を合わせた４県全体の状況（４県73.2％）との比較では，本県は3.9ﾎﾟｲﾝﾄ下回った。



② 期待正答率と同程度以上の問題の割合（別紙２・４）

○ 期待正答率と同程度以上の問題の割合は59.1％であり，おおむね学習内容が定着している。

前年度（58.0％）との比較では，今年度は，1.1ﾎﾟｲﾝﾄ上回った（ 。図４）

図４ 期待正答率と同程度以上の問題の割合の比較（小学校の状況）
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○ 前年度は４教科すべてで４県の状況を下回ったが，今年度は社会（４県75.0％ ，理科（４）

県51.4％）の２教科が４県と同割合となった。

参画４県全体の状況（４県63.0％）と比較すると，本県は3.9ﾎﾟｲﾝﾄ下回った。

（３）中学校の状況

① 正答率60％以上段階の問題の割合（別紙１・４）

○ 学習定着の目安とした正答率60％以上段階の問題は，国語32問中23問（71.9％ ，社会34問）

中17問（50.0％），数学30問中16問（53.3％），理科35問中16問（45.7％），英語30問中20問

（66.7％）と，国語と英語は定着の目安を上回ったものの，社会，数学，理科では前年度に引

き続き，定着の目安の段階に達しない結果となった。

○ ５教科での正答率60％以上段階の割合を前年度と比較すると，今年度（57.1％）は前年度

（51.6％）を5.5ﾎﾟｲﾝﾄ上回った（ 。図５）

図５ 正答率60％以上段階の問題の割合の比較（中学校の状況）

H16 51.6%
H17 57.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○ 参画４県全体の状況と比較すると 本県は社会 ４県50.0％ 理科 ４県45.7％ 英語 ４， （ ）， （ ）， （

） ， （ ）， （ ） ，県66.7％ の３教科は同割合であったが 国語 ４県75.0％ 数学 ４県60.0％ は下回り

前年度と同様の傾向となった。

５教科合わせた４県全体の状況（４県61.8％）との比較では，本県は4.7ﾎﾟｲﾝﾄ下回った。

② 期待正答率と同程度以上の問題の割合（別紙２・４）

○ 期待正答率と同程度以上の問題の割合は，47.2％と５割に達しない状況となった。

前年度（34.6％）との比較では，今年度は12.6ﾎﾟｲﾝﾄ上回った（ 。図６）

図６ 期待正答率と同程度以上の問題の割合の比較（中学校の状況）
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， （ ， ）○ 前年度は５教科すべてで４県の状況を下回ったが 今年度は社会 本県44.1％ ４県41.2％

が４県の状況を上回ったほか，国語（４県59.4％ ，数学（４県36.7％）は４県と同割合とな）

った。

参画４県全体の状況（４県 ％）と比較すると，本県が ﾎﾟｲﾝﾄ下回った。48.4 1.2



２ 学習意識調査（別紙２）

（１）授業理解度

○ 授業内容の理解では，小学生は75.1％，中学生は55.8％であり，前年度と比べると小学生は

2.3ﾎﾟｲﾝﾄ，中学生は3.6ﾎﾟｲﾝﾄ上回った（ 。図７）

図７ 学校の授業内容の理解度の比較
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（２）家庭での学習時間

○ 平日における家庭での学習時間（塾等の勉強時間を含む）は，30分以上学習する小学生は

， 。 ， ，69.9％で 前年度と比べると1.0ﾎﾟｲﾝﾄ上回った また １時間以上学習する中学生は52.4％で

前年度と比べると3.6ﾎﾟｲﾝﾄ下回った（ 。図８）

図８ 家庭での学習時間の比較
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Ⅲ 今後の対応

１ 各教科の課題（別紙３）

：書こうとすることの中心を明確にして書くこと及び漢字の意味や用法の理解を図ること（１）国語

（小学校 。資料から課題を見付け自分の考えを根拠付けて書くこと及び説明的な文章）

を構成を考えて論理的に読み取ること（中学校 。）

：地図記号や四方位の意味や結び付きを理解すること及び統計資料を読み取り，複数の資（２）社会

料を関連付けて活用すること（小学校 。身近な地域における地図の見方について理解）

すること及び中世の日本の特色と大きな流れを理解すること（中学校 。）

：十進位取り記数法の理解を図ること及び数量の見方，考え方について理解を図る（３）算数・数学

こと（小学校 。文字式の計算や文字使用のきまりに従って表すこと及び比例・反比例）

の意味とグラフの特徴の理解を図ること（中学校 。）

空気や水の性質についての理解を図ること及び太陽や月，星の動きについての理解を図（４）理科：

ること（小学校 。物質の状態変化について理解を図ること及び回路の電圧について理）

解を図ること（中学校 。）

：概要・要点を読み理解すること及び伝えたいことを書くこと。（５）英語

２ 課題への対応

県教育委員会としては，指導法改善方策を策定し研修の充実を図るなど教員の資質向上に努める

とともに，昨年度と同様に市町村別の問題ごとの正答率の状況を公表するほか，市町村教育委員会

を通じ各学校ごとの結果情報を提供したり，県教育委員会ホームページに掲載するなどして広く情

報を提供していく。

また，各教育委員会及び各学校に対し，調査結果と併せた学習指導上の対応方策の保護者等への

説明及び方策の実践を促していく。



〔別紙１〕 

各調査の結果（概況） 

１ 学習状況調査（教科・領域別） 
  区  分 正答率区分（単位:問） 

 教
科 

領域 

問 
題 
数 

60％
以上 

40％以上
60％未満 

40％未
満 

設問の趣旨と結果等 

話すこと・聞くこと 3 3   話し手の意図を考えながら，聞き取る問題。正答率は８割～９割。 
書くこと 3 1 2  総合学習の時間で学習したことをまとめる問題。正答率５割未満。 

読むこと 10 8 2  
物語文や説明文を読み取る問題。正答率７割。目的や意図に応じて，文
章の内容を的確に読み取る問題は正答率５割と低い。 

言語事項 15 9 5 1 
漢字の読み書きや語句の問題は正答率８割以上。辞典の使い方及びロー
マ字の読み書きは正答率５割と低い。 

国 
 

語 

計 31 21 9 1  

地域の人々の安全な生活 7 7   安全を守る施設設備，仕事に関する問題。正答率は７割～８割と高い。 
地域のくらしの移り変わり 4 4   昔のくらしに関する問題。正答率が７割～９割と高い。 
地域の地形・土地利用 9 7 2  地図や地形図を読み取る問題。方位，等高線，地図記号が６割未満。 

我が国の農業 8 7 1  
米作りの様子や農機具等について問う問題。正答率は７割以上と高いも
のの，グラフの読み取り問題は５割と低い。 

社 
 

会 

計 28 25 3   

数と計算 15 9 6  
数のしくみの理解や四則計算に関する問題。小数のしくみやわり算の性
質についての問題は正答率が５割と低い。 

量と測定 3 1 2  
分度器や三角定規の使い方と平面図形の面積を求める問題。正答率は３
問中２問が６割に満たない。 

図形 8 7 1  
基本的な平面図形の性質の問題。二等辺三角形の底角を求める問題の正
答率は６割未満である。 

数量関係 7 5 1 1 
数量の見方や考え方についての理解や折れ線グラフから特徴を読み取る
問題。数量の変わり方の規則性を捉える問題は正答率が３割と低い。 

算 
 

数 

計 33 22 10 1  

生物とその環境 13 9 3 1 
季節による動物の活動についての理解をみる問題。虫の冬越しの理解を
みる問題が正答率３割。植物の発芽とその条件をみる問題が４割。 

物質とエネルギー 13 7 4 2 空気の温度変化と電流の強さに係る記述問題が３割と低い。 

地球と宇宙 9 4 2 3 
月や星の特徴や動きについての問題。月の動きの問題は３割。水のすが
たと変わり方についての問題。水の沸騰時の泡に関する理解が約２割。 

小
学
校
５
年
生 

理 
 

科 

計 35 20 9 6  

小学校 合計 127 88 31 8  

話すこと・聞くこと 3 3   
話の内容とインタビューにおける話し手の工夫を聞き取る問題。正答率
は７割以上と高い。 

書くこと 3 2 1  資料を読み取り根拠を挙げて考えを書く問題。論述問題で正答率５割。 

読むこと 10 5 4 1 
文学的な文章及び説明的な文章の読み取りの問題。論理展開の仕方と表
現の仕方について問う問題は４割前後と低い。 

言語事項 16 13 1 2 
基本的な言語事項についての知識・理解をみる問題。修飾・被修飾の関
係に関する問題が３割と低い。 

国 
 

語 

計 32 23 6 3  

世界と日本の地域構成 8 6 2  緯度，経度，都道府県の位置と名称に関する問題。正答率５割～６割。 

地域の規模に応じた調査 9 4 4 1 
地図や地形図の読み取りや資料の活用についての問題。縮尺を基に実際
の距離を求める問題で，正答率２割。 

古代までの日本 7 3 3 1 平安時代の政治，奈良時代の文化に関する問題で正答率６割未満。 
中世の日本 5 1 3 1 鎌倉幕府の創設者，室町時代の農村の問題で，正答率５割未満。 
近世の日本 5 3 2  豊臣秀吉の政策，武家諸法度，鎖国の問題で，正答率５割前後。 

社 
 

会 

計 34 17 14 3  

数と式 16 8 4 4 
正負の数の四則計算等，基本的な計算力をみる問題。文字を用いて立式
したり説明したりする問題で，正答率２割～３割。 

図形 7 5  2 
平面図形や空間図形についての理解をみる問題。直線と面の位置関係に
ついての理解や体積を求める問題で，正答率４割未満。 

数量関係 7 3 3 1 
比例・反比例についての知識・理解やグラフに表す力をみる問題。比例
関係にあるものを判断する問題で，正答率３割。 

数 
 

学 

計 30 16 7 7  

身近な物理現象 6 4 2  
光や音の性質に関する問題。光の反射・屈折が５割，音の性質は６割，
２力のつり合いの関係の問題は７割程度。 

身のまわりの物質 6 2 1 3 
メスシリンダーによる測定，食塩の結晶の問題が正答率３割。状態変化
による物質の質量と密度の問題は正答率２割未満。 

電流とその利用 6 1 4 1 
回路の電圧に関する問題。測定値のグラフ化は正答率４割。オームの法
則の適用問題は正答率６割程度。 

植物の生活と種類 8 3 5  
植物の体のつくりと働きに関する問題。植物の体のつくり・種類・名称
の問題は５割程度。 

大地の変化 6 3 2 1 
地層と火成岩に関する問題。化石からの状況推察は９割。地震に関する
問題は７割以上。示準化石と年代，火山岩のでき方が３割～４割。 

動物の生活と種類 3 3   動物の体とつくり，動物の仲間分けに関する問題。正答率７割～８割。 

理 
 

科 

計 35 16 14 5  

聞くこと 10 10   英文を聞き情報を聞き取る問題。正答率は９割以上と高い。 
読むこと 15 9 5 1 英文を読み要点を読み取る問題で，正答率３割。 
書くこと 5 1 2 2 自分の好きなものを英語で紹介する問題。正答率は４割未満。 

中 
学
校
２
年
生 

英 
 

語 
計 30 20 7 3  

中学校 合計 161 92 48 21  

小・中学校 合計 288 180 79 29  

 



〔別紙２〕 

２ 期待正答率による問題区分 
 

教科 問題数 
期待正答率とほぼ同程
度の問題数    （Ａ） 

（Ａ）を上回る問題数 
（Ｂ） 

（Ａ）を下回る問題数 
（Ｃ） 

期待正答率と同程度
以上 （Ａ）＋（Ｂ） 

国語 31 9 8 14 17 

社会 28 4 17 7 21 

算数 33 11 8 14 19 

理科 35 7 11 17 18 

小
学

５
年
生 

計 127 31(24.4%) 44(34.6%) 52(41.0%) 75(59.1%) 

国語 32 5 14 13 19 

社会 34 11 4 19 15 

数学 30 6 5 19 11 

理科 35 5 13 17 18 

英語 30 10 3 17 13 

中 
学
２

年
生 

計 161 37(23.0%) 39(24.2%) 85(52.8%) 76(47.2%) 

小中計 288 68(23.6%) 83(28.8%) 137(47.6%) 151(52.4%) 

 

３ 学習意識調査（項目・観点別） 
項 目 観 点 結   果  （ 特徴等 ） 

①学習の大切さ 小・中学生とも９割が勉強は大切だと思っている。 

②学習する理由 
小学生の９割，中学生の８割が勉強は普段の生活や社会に出て役立つと思ってい

る。 
学習に対 
する意識 

③学習意欲 
小学生の８割，中学生の７割が普段の生活や社会に出て役立つ勉強をしたいと思

っている。 

①授業の理解 小学生の８割，中学生の６割が学校の勉強が分かると回答している。 

②分からない場合の対

応 

小学生は「友人(６割)，家族(５割)，先生(５割)」の順にたずね，中学生は「友

人(６割)，自分で調べる(４割)，先生(３割)」の順になっている。 

③始業前の準備 小学生の６割，中学生の７割が始業前に教科書等を準備。 

学校での 
学習状況 

④教材等の準備 小・中学生とも８割が学校に持っていくものを事前（前日等）に確認している。 

①家庭での学習時間 
小学生の４割，中学生の５割が平日１時間以上（塾を含む）。小・中学生の３割

が 30 分未満でそのうち小学生の１割，中学生の２割はほとんどしない。 

②授業以外の学習方法 
小学生の３割（算数），中学生の５割（英語）が，塾や家庭教師に教えられてい

る。 

③学校の宿題（程度） 
小学生の９割はほぼ毎日宿題が出されているが，中学生の５割は週１回，又はほ

とんど出されていない。 

④学校の宿題（教科） 
宿題の中で多く出される教科は，小学生は国語(９割)，算数(９割)，中学生は数

学(６割)，英語(６割)。 

⑤家庭での学習内容 

小学生の８割，中学生の７割が宿題があれば学習し，宿題以外の予習・復習をす

るのは小・中学生とも４割となっている。また，テストの前には小学生の４割，

中学生の７割が学習している。 

家庭での 
学習状況 

⑥家庭での学習環境 
教えてもらう人は，小学生の９割が家族，中学生は５割が家族，家庭教師や塾が

３割，誰もいないが２割である。 

①読書時間 
小・中学生の８割が平日の読書時間が１日 30 分未満，中学生の５割は平日ほと

んど読書をしない。 教科以外 
の学習 

②情報を得る手段 
小・中学生の８割以上がテレビから，次に新聞や本・雑誌となっている。インタ

ーネットからは，小学生２割，中学生は３割である。 

①家庭での過ごし方 小・中学生とも５割がテレビ，ビデオ，ゲーム，パソコンで過ごしている。 

②睡眠時間 小学生の８割，中学生の３割が８時間以上の睡眠をとっている。 
家庭での過 
ごし方や生 
活習慣 ③朝食をとる習慣 

小・中学生の９割以上は朝食をとっている。とらない小学生は 4％，中学生は

7％である。 

 

 



〔別紙３〕
４ 各教科の課題と改善の方向

（１）小学校５年

教科 課 題 改善の方向

・書こうとすることの中心を ・作文を書く過程で，事象と感想を区別し，段落と段落のつなが
明確にして書くこと り，中心となる言葉や文，字数制限などに留意した書く活動を

取り入れる。国語
・漢字の意味や用法の理解を ・漢字の意味や用法，語彙力が身に付くように国語辞典等の活用
図ること を習慣化させる。

・地図記号や四方位の意味や ・白地図や地図帳を活用ながら，地図と方位を合わせ，その位置
結び付きを理解すること 関係を確認する活動を取り入れる。

・統計資料を読み取り，複数 ・発達段階に応じた資料を提示し，他の資料や事象と関連付けて社会
の資料を関連付けて活用す 考えさせるなど，思考し判断する場を意図的に設ける学習の展
ること 開を図る。

・十進位取り記数法の理解を ・数の構成を視覚的に捉えさせたり，繰り返し指導を行ったりし
図ること て小数の仕組みや表記について確実な定着を図る工夫をする。

・数量の見方，考え方につい ・具体物を用いて問題場面を把握する活動や数量の関係を表やグ算数
ての理解を図ること ラフに表して共通のきまりを見付け，言葉や式に表す活動など

の充実を図る。

・空気や水の性質についての ・空気や水の性質の違いを捉えさせる比較実験や空気や水の性質
理解を図ること を利用したものづくり等の活動を取り入れる。

・太陽や月，星の動きについ ・月や星の学習では，観察の視点や記録の仕方を事前に十分に指理科
ての理解を図ること 導するとともに，映像や模型を活用するなどして確実な知識の

定着を図る工夫をする。

（２）中学校２年生

教科 課 題 改善の方向

・資料から課題を見付け自分 ・自分の意見を箇条書きにして整理させ，その根拠となる材料を
の考えを根拠付けて書く 収集し，論点を明確にした文章にまとめさせる活動を取り入れ
こと る。国語

・説明的な文章を，構成を考え ・中心となる言葉や文を抜き書きさせ関連付けて把握させること
て論理的に読み取ること をとおして，文章全体の内容を理解させる。

・身近な地域における地図の ・校外での観察・調査で大縮尺の地図を活用し，生徒の生活圏の
見方について理解すること 中で実際に距離を求める学習を意図的に取り入れる。

・中世の日本の特色と大きな ・政治の展開，産業の発達，社会の様子などに着目させ，他の時社会
流れを理解すること 代との相違点や共通点を明らかにしながら，中世の日本の特色

について理解させる活動を取り入れる。

・文字式の計算や文字使用の ・問題場面の中の数量関係を把握するために，具体の数値を当て
きまりに従って表すこと はめながら表や図に表す活動を取り入れ，立式の手がかりや説

明手順の見通しがもてる指導に努める。数学
・比例・反比例の意味とグラ ・伴って変わる二つの数量関係の対応表を活用して，グラフや式
フの特徴の理解を図ること に表したり，対応表から数量の変化の関係を見出したりするな

ど，表と式，グラフを関連付けた活動を取り入れる。

・物質の状態変化についての理 ・体積が変化する現象について，状態変化の概念が確実に定着す
解を図ること るように質量，密度等の用語やモデル図等を用いて説明させる

活動を取り入れる。理科
・回路の電圧についての理解 ・回路の電圧を測定する実験結果から，全体と各部の電圧の大き
を図ること さの関係を，生徒自らが見出せる活動を取り入れる。

・概要・要点を読み理解する ・教科書等の英文を読んで大切な情報や要点を的確に把握する学
こと 習を重視する。

・伝えたいことを書くこと ・基礎的・基本的な文法事項の確実な定着を図るとともに，身近英語
な事柄を取り上げ，まとまりを意識した英文を書く指導を多く
取り入れる。



〔別紙４〕
－地方分権研究会参画県全体（宮城，岩手，和歌山，福岡）の状況－５ 地方分権研究会結果概況

（１）正答率60％以上段階の問題数とその割合の４県と宮城県との比較

※数字は問題数であり，カッコ内はその割合① 平成17年度

小中計
校 種 小 学 校 中 学 校
教 科 国語 社会 算数 理科 計 国語 社会 数学 理科 英語 計
問 題 数 ３１ ２８ ３３ ３５ １２７ ３２ ３４ ３０ ３５ ３０ １６１ ２８８

２３ ２５ ２３ ２２ ９３ ２４ １７ １８ １６ ２０ ９５ １８８
４ 県

(74.2%) (89.3%) (69.7%) (62.9%) (73.2%) (75.0%) (50.0%) (60.0%) (45.7%) (66.7%) (61.8%) (65.3%)
２１ ２５ ２２ ２０ ８８ ２３ １７ １６ １６ ２０ ９２ １８０

宮城県 (67.7%) (89.3%) (66.7%) (57.1%) (69.3%) (71.9%) (50.0%) (53.3%) (45.7%) (66.7%) (57.1%) (62.5%)

② 平成16年度

小中計
校 種 小 学 校 中 学 校
教 科 国語 社会 算数 理科 計 国語 社会 数学 理科 英語 計
問 題 数 ３１ ２９ ３４ ３７ １３１ ３１ ３３ ２７ ３８ ３０ １５９ ２９０

２３ ２２ ３０ ２５ １００ ２５ １１ １４ １２ ２２ ８４ １８４
４ 県

(74.2%) (75.9%) (88.2%) (67.6%) (76.3%) (80.6%) (33.3%) (51.9%) (31.6%) (73.3%) (52.8%) (63.4%)
２２ ２２ ２８ ２４ ９６ ２４ １１ １３ １２ ２２ ８２ １７８

宮城県 (71.0%) (75.9%) (82.4%) (64.9%) (73.3%) (77.4%) (33.3%) (48.1%) (31.6%) (73.3%) (51.6%) (61.4%)

（２）期待正答率と同程度以上の問題数とその割合の４県と宮城県との比較

※数字は問題数であり，カッコ内はその割合① 平成17年度

小中計校 種 小 学 校 中 学 校
教 科 国語 社会 算数 理科 計 国語 社会 数学 理科 英語 計
問 題 数 ３１ ２８ ３３ ３５ １２７ ３２ ３４ ３０ ３５ ３０ １６１ ２８８

期待正答率を ９ １７ ９ １１ ４６ １４ ４ ５ １３ ３ ３９ ８５
４ 県

上回るもの
（Ａ） ８ １７ ８ １１ ４４ １４ ４ ５ １３ ３ ３９ ８３

宮城県

期待正答率と ９ ４ １４ ７ ３４ ５ １０ ６ ６ １２ ３９ ７３
４ 県

同程度のもの
（Ｂ） ９ ４ １１ ７ ３１ ５ １１ ６ ５ １０ ３７ ６８

宮城県

期待正答率を １３ ７ １０ １７ ４７ １３ ２０ １９ １６ １５ ８３ １３０
４ 県

下回るもの
（Ｃ） １４ ７ １４ １７ ５２ １３ １９ １９ １７ １７ ８５ １３７

宮城県

期待正答率と １８ ２１ ２３ １８ ８０ １９ １４ １１ １９ １５ ７８ １５８
４ 県

同程度以上 (58.1%) (75.0%) (69.7%) (51.4%) (63.0%) (59.4%) (41.2%) (36.7%) (54.3%) (50.0%) (48.4%) (54.9%)
Ａ ＋ Ｂ １７ ２１ １９ １８ ７５ １９ １５ １１ １８ １３ ７６ １５１（ ） （ ）

宮城県
(54.8%) (75.0%) (57.6%) (51.4% (59.1%) (59.4%) (44.1%) (36.7%) (51.4%) (43.3%) (47.2%) (52.4%)）

② 平成16年度

小中計校 種 小 学 校 中 学 校
教 科 国語 社会 算数 理科 計 国語 社会 数学 理科 英語 計
問 題 数 ３１ ２９ ３４ ３７ １３１ ３１ ３３ ２７ ３８ ３０ １５９ ２９０

期待正答率を １０ １３ １４ １２ ４９ １３ １ ０ ６ ９ ２９ ７８
４ 県

上回るもの
（Ａ） １０ １２ １２ １１ ４５ １３ １ ０ ６ １２ ３２ ７７

宮城県

期待正答率と ８ ８ １０ ８ ３４ ７ ６ １０ ４ ７ ３４ ６８
４ 県

同程度のもの
（Ｂ） ７ ７ １０ ７ ３１ ５ ５ ８ ２ ３ ２３ ５４

宮城県

期待正答率を １３ ８ １０ １７ ４８ １１ ２６ １７ ２８ １４ ９６ １４４
４ 県

下回るもの
（Ｃ） １４ １０ １２ １９ ５５ １３ ２７ １９ ３０ １５ １０４ １５９

宮城県

期待正答率と １８ ２１ ２４ ２０ ８３ ２０ ７ １０ １０ １６ ６３ １４６
４ 県

同程度以上 (58.1%) (72.4%) (70.6%) (54.1%) (63.4%) (64.5%) (21.2%) (37.0%) (26.3%) (53.3%) (39.6%) (50.3%)
Ａ ＋ Ｂ １７ １９ ２２ １８ ７６ １８ ６ ８ ８ １５ ５５ １３１（ ） （ ）

宮城県
(54.8%) (65.5%) (64.7%) (48.6%) (58.0%) (58.1%) (18.2%) (29.6%) (21.1%) (50.0%) (34.6%) (45.2%)

注（１ 「期待正答率」とは，地方分権研究会として掲げる全体的な学習の目標（全体として正答率65％～75％を目標）に沿って，）
個々の問題ごとに正答を期待する児童生徒の割合を％で表したもの。

注（２ 「期待正答率とほぼ同程度」とは期待正答率と±５％の範囲内にあるもの。）
注（３）地方分権研究会では，今回の調査において，期待正答率とほぼ同程度以上の問題が過半数（表中A＋B≧C)であれば，学習定

着は良好と判断することとしている。



〔別紙５〕
総合正答率からみた経年比較と４県との比較〔参考資料〕

１ 小学校の状況
（１）各教科の総合正答率（表１参照）

○ 各教科の総合正答率は，国語69.5％，社会76.8％，算数68.4％，理科61.0％であった。
（２）総合正答率の前年度との比較（別紙６参照）

○ 総合正答率の前年度との比較では，国語（＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ ，社会（＋2.4ﾎﾟｲﾝﾄ）の２教科で）
前年度を上回り，算数（－2.6ﾎﾟｲﾝﾄ ，理科（－2.8ﾎﾟｲﾝﾄ）は下回った（ 。） ）図１

図１ 総合正答率の経年比較（小学校の状況）

H16 68.8％
国語 H17 69.5％

H16 74.4％
社会 H17 76.8％

H16 71.0％
算数 H17 68.4％

H16 63.8％理科 H17 61.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○ 国語，社会での総合正答率の上昇傾向，算数，理科での総合正答率の下降傾向は他の３
県も同様である。

（３）４県平均との比較
○ 各教科の総合正答率は，４教科とも４県平均を下回った（ 。表１）

表１ 各教科の総合正答率（小学校の状況）
教 科 宮 城 県 岩 手 県 和歌山県 福 岡 県 ４ 県
国 語 ６９．５ ７４．９ ７０．６ ７０．９ ７１．３
社 会 ７６．８ ８０．２ ７５．６ ７６．９ ７７．５
算 数 ６８．４ ７２．９ ７０．９ ７１．１ ７０．４
理 科 ６１．０ ６７．９ ６０．５ ５８．６ ６２．６

２ 中学校の状況
（１）各教科の総合正答率(表２参照）

○ 各教科の総合正答率は，国語70.0％，社会57.2％，数学59.6％，理科59.7％，英語66.7
％であった。

（２）総合正答率の前年度との比較（別紙６参照）
○ 総合正答率の前年度との比較では，社会（＋6.2ﾎﾟｲﾝﾄ ，数学（＋3.4ﾎﾟｲﾝﾄ ，理科（＋） ）
9.1ﾎﾟｲﾝﾄ）の３教科で前年度を上回り，国語（－3.0ﾎﾟｲﾝﾄ ，英語（－2.4ﾎﾟｲﾝﾄ）で前年度）
を下回った（ 。図２）

図２ 総合正答率の経年比較（中学校の状況）

H16 73.0％国語 H17 70.0％

H16 51.0％
社会 H17 57.2％

H16 56.2％
数学 H17 59.6％

H16 50.6％
理科 H17 59.7％

H16 69.1％
英語 H17 66.7％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○ 社会，数学，理科での総合正答率の上昇傾向，国語，英語での総合正答率の下降傾向は
他の３県も同様である。

（３）４県平均との比較
○ 英語の総合正答率は，４県平均を上回ったが，他の４教科は下回った（ 。表２）

表２ 各教科の総合正答率（中学校の状況）
教 科 宮 城 県 岩 手 県 和歌山県 福 岡 県 ４ 県
国 語 ７０．０ ７２．７ ６８．９ ６９．４ ７０．６
社 会 ５７．２ ５８．６ ５６．１ ６０．２ ５７．６
数 学 ５９．６ ５７．８ ６３．１ ６２．０ ５９．９
理 科 ５９．７ ６１．３ ５８．５ ６１．１ ６０．０
英 語 ６６．７ ６４．１ ６９．６ ６６．７ ６６．５

注 各教科の「総合正答率」とは，問題ごとの正答数の合計を解答者数の合計で割ったもの。



〔別紙６〕

表 総合正答率の経年比較と４県との比較

H 1 7 年 度 H 1 6 年 度総合正答率

総合正答率 増減 総合正答率教科等
県 名

宮 城 県 ６９．５ △0.7 ６８．８

岩 手 県 ７４．９ △2.0 ７２．９

国 語 和歌山県 ７０．６ △0.4 ７０．２

福 岡 県 ７０．９ △0.2 ７０．７

４ 県 ７１．３ △0.9 ７０．４

宮 城 県 ７６．８ △2.4 ７４．４

小 岩 手 県 ８０．２ △1.5 ７８．７

学 社 会 和歌山県 ７５．６ △1.1 ７４．５

校 福 岡 県 ７６．９ △1.9 ７５．０

５ ４ 県 ７７．５ △1.8 ７５．７

年 宮 城 県 ６８．４ ▼2.6 ７１．０

岩 手 県 ７２．９ ▼1.3 ７４．２

算 数 和歌山県 ７０．９ ▼3.5 ７４．４

福 岡 県 ７１．１ ▼1.4 ７２．５

４ 県 ７０．４ ▼2.3 ７２．７

宮 城 県 ６１．０ ▼2.8 ６３．８

岩 手 県 ６７．９ ▼1.1 ６９．０

理 科 和歌山県 ６０．５ ▼2.7 ６３．２

福 岡 県 ５８．６ ▼3.3 ６１．９

４ 県 ６２．６ ▼2.4 ６５．０

宮 城 県 ７０．０ ▼3.0 ７３．０

岩 手 県 ７２．７ ▼2.8 ７５．５

国 語 和歌山県 ６８．９ ▼3.3 ７２．２

福 岡 県 ６９．４ ▼4.6 ７４．０

４ 県 ７０．６ ▼3.0 ７３．６

宮 城 県 ５７．２ △6.2 ５１．０

岩 手 県 ５８．６ △4.8 ５３．８

社 会 和歌山県 ５６．１ △3.7 ５２．４

福 岡 県 ６０．２ △8.5 ５１．７

中 ４ 県 ５７．６ △5.5 ５２．１

学 宮 城 県 ５９．６ △3.4 ５６．２

校 岩 手 県 ５７．８ △2.1 ５５．７

２ 数 学 和歌山県 ６３．１ △2.0 ６１．１

年 福 岡 県 ６２．０ △3.8 ５８．２

４ 県 ５９．９ △2.8 ５７．１

宮 城 県 ５９．７ △9.1 ５０．６

岩 手 県 ６１．３ △8.7 ５２．６

理 科 和歌山県 ５８．５ △5.2 ５３．３

福 岡 県 ６１．１ △11.5 ４９．６

４ 県 ６０．０ △8.4 ５１．６

宮 城 県 ６６．７ ▼2.4 ６９．１

岩 手 県 ６４．１ ▼3.5 ６７．６

英 語 和歌山県 ６９．６ ▼2.6 ７２．２

福 岡 県 ６６．７ ▼2.1 ６９．０

４ 県 ６６．５ ▼2.8 ６９．３


